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凡   例 

１ 比率（％）は，原則として計数ごとに小数点第２位未満四捨五入とした。

したがって，構成比率の合計が 100 とならないことがある。 

２ 各表中の符号等の用法は，次のとおりである。 

 (1) 「 ― 」：該当数値のないもの 

 (2) 「0.00」：該当数値はあるが，表示単位未満のもの 
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令和元年度宮城県後期高齢者医療広域連合 

一般会計・特別会計歳入歳出決算に関する審査意見 

 

第１ 審査の対象 

令和元年度 宮城県後期高齢者医療広域連合一般会計・特別会計歳入歳出決算 

 

第２ 審査の期間 

令和２年６月１１日から７月７日まで 

 

第３ 審査の方法 

広域連合長から提出された「令和元年度一般会計・特別会計歳入歳出決算書」と，その附属書類

について関係法令に準拠して調製されているかを確認し，それらの計数を会計管理者所管の諸帳票

及び担当課から提出された決算資料等と照合するとともに，担当課長から説明を聴取し，さらに例

月出納検査の結果を踏まえて実施した。 

 

第４ 審査の結果 

審査に付された一般会計・特別会計歳入歳出決算書及び附属書類は，いずれも関係法令に準拠し

て調製されており，それらの計数は関係諸帳簿と符合し正確であり，予算執行状況についても適正

であると認めた。 

決算の概要及び意見は，次に述べるとおりである。 

 

 １ 決算の総括 

   一般会計・特別会計歳入歳出決算総括は，第１表に示すとおりである。 

決算総額は歳入269,736,516,252円（一般会計789,604,701円，特別会計268,946,911,551円），

歳出262,528,933,782円（一般会計727,379,304円，特別会計261,801,554,478円）で歳入歳出差

引額は7,207,582,470円（一般会計62,225,397円，特別会計7,145,357,073円）となっている。 

   歳入の収入率は，予算現額に対し101.42％（一般会計100.00％，特別会計101.43％），歳出の執

行率は，予算現額に対し98.71％（一般会計92.12％，特別会計98.73％）となっている。 

 

第１表 一般会計・特別会計歳入歳出決算総括表 

（単位：円・％）   

会 計 別 予 算 現 額 決　算　額 予算現額との比較
予算現額に
対する比率

歳入総額 Ａ 789,623,000 789,604,701 △ 18,299 100.00

歳出総額 Ｂ 789,623,000 727,379,304 △ 62,243,696 92.12

差引額 （Ａ－Ｂ） Ｃ 0 62,225,397 ― ―

歳入総額 Ⅾ 265,157,458,000 268,946,911,551 3,789,453,551 101.43

歳出総額 Ｅ 265,157,458,000 261,801,554,478 △ 3,355,903,522 98.73

差引額 （Ｄ－Ｅ） Ｆ 0 7,145,357,073 ― ―

歳入総額 Ｇ 265,947,081,000 269,736,516,252 3,789,435,252 101.42

歳出総額 Ｈ 265,947,081,000 262,528,933,782 △ 3,418,147,218 98.71

差引額 （Ｇ－Ｈ） Ｉ 0 7,207,582,470 ― ―

区　　　分

一般会計

特別会計

総　　計
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 ２ 一般会計 

  (1) 概況 

    一般会計の決算状況は，第２表に示すとおりである。 

    予算現額789,623,000円に対し，決算額は歳入789,604,701円（前年度比3.44％減），歳出 

   727,379,304 円（前年度比 3.00％増）で，歳入歳出差引額は 62,225,397 円（前年度比 44.19％

減）となっている。 

    翌年度へ繰り越すべき財源がないため，実質収支も同額で，62,225,397 円の黒字となってい

る。 

 

第２表 一般会計決算収支状況 

（単位：円） 

区     分 令和元年度 平成３０年度 増 減 額 

歳入総額 Ａ 789,604,701 817,705,866  △ 28,101,165 

歳出総額 Ｂ 727,379,304 706,212,892  21,166,412  

差引額 （Ａ－Ｂ） Ｃ 62,225,397 111,492,974  △ 49,267,577 

翌年度へ繰越すべき財源 Ｄ 0 0  0 

当年度実質収支 （Ｃ－Ｄ） Ｅ 62,225,397 111,492,974  △ 49,267,577 

 

  (2) 歳入 

    款別の歳入決算状況は，第３表に示すとおりである。 

    予算現額789,623,000 円に対し，決算額は789,604,701円で，予算現額を18,299円（0.00％）

    下回り，前年度の決算額と比較し28,101,165円（3.44％）の減となっている。 

 収入未済額は0円である。 

 

第３表 款別歳入決算状況 

分 担 金 及

び 負 担 金

789,604,701 100.00 △ 3.44 817,705,866 100.00 7.45 △ 28,101,165

年度別

款別

1

令和元年度

653,022,000 82.70 7.45

平成３０年度

増 減 額

（Ａ）－（Ｂ）

決算額

（Ａ）
構成比

対前年度

増 減 率

決算額

（Ｂ）
構成比

対前年度

増 減 率

607,755,000 74.32 △ 8.11 45,267,000

2 財 産 収 入 33,845 0.00 32.16 25,610 0.00 △ 20.02 8,235

3 繰 入 金 24,987,000 3.16 △ 83.92 155,410,000 19.01 320.48 △ 130,423,000

4 繰 越 金 111,492,974 14.12 104.92 54,409,347 6.65 △ 12.74 57,083,627

0.01 △ 62.065 諸 収 入 68,882 0.01

（単位：円・％）

△ 37,027

合 計

△ 34.96 105,909
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第１款 分担金及び負担金 

市町村別の負担金状況は，第４表に示すとおりである。 

決算額は653,022,000円で，前年度と比較し，45,267,000円（7.45％）の増となっている。 

歳入総額に占める構成比は82.70％である。 

 

第４表 市町村別負担金状況 

（単位：円・％）

市町村名 負担金額 構 成 比 市町村名 負担金額 構 成 比

仙 台 市 250,185,321 38.31 柴 田 町 11,412,007 1.75

石 巻 市 43,394,036 6.65 川 崎 町 4,446,855 0.68

塩 竈 市 17,512,720 2.68 丸 森 町 6,527,326 1.00

気仙沼市 22,081,849 3.38 亘 理 町 10,654,023 1.63

白 石 市 11,960,693 1.83 山 元 町 5,755,726 0.88

名 取 市 19,720,064 3.02 松 島 町 6,409,569 0.98

角 田 市 10,397,888 1.59 七ヶ浜町 6,706,306 1.03

多賀城市 16,372,502 2.51 利 府 町 9,648,045 1.48

岩 沼 市 12,434,997 1.90 大 和 町 8,496,886 1.30

登 米 市 25,610,702 3.92 大 郷 町 4,304,984 0.66

栗 原 市 24,391,801 3.74 大 衡 村 3,430,144 0.53

東松島市 12,155,050 1.86 色 麻 町 3,836,343 0.59

大 崎 市 36,949,695 5.66 加 美 町 9,089,905 1.39

富 谷 市 12,452,608 1.91 涌 谷 町 6,715,141 1.03

蔵 王 町 5,531,859 0.85 美 里 町 9,048,842 1.39

七ヶ宿町 2,455,294 0.38 女 川 町 4,010,719 0.61

大河原町 7,903,684 1.21 南三陸町 5,918,401 0.91

村 田 町 5,100,015 0.78 合　　計 653,022,000 100.00
 

 

第２款 財産収入 

決算額は33,845円で，すべて基金に係る預金利子となっている。 

 

第３款 繰入金 

決算額は24,987,000円で，前年度と比較し，130,423,000円（83.92％）の減となっている。    

歳入総額に占める構成比は3.16％である。 

決算額の内訳は，標準システム運用事業及び予備費の財源とするための基金の取崩し分となっ

ている。 
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第４款 繰越金 

決算額は111,492,974円で，歳入総額に占める構成比は14.12％であり，前年度の歳入歳出差

引額（111,492,974円）と同額となっている。 

 

第５款 諸収入 

決算額は68,882円で，内訳は，預金利子26,999円及び雑入41,883円となっている。 

 

 (3) 歳出 

款別の歳出決算状況は，第５表に示すとおりである。 

予算現額 789,623,000 円に対し，決算額は 727,379,304 円で，執行率は 92.12％となっている。

前年度の決算額と比較し 21,166,412 円（3.00％）の増となっており，執行率については，前年度

（86.36％）より5.76ポイント上回っている。 

不用額は 62,243,696 円で，前年度の 111,496,108 円と比較し 49,252,412 円（44.17％）の減と

なっている。不用額の生じた主なものは，民生費44,726,591円となっている。 

予備費充用は2,000円となっている。 

 

第５表 款別歳出決算状況 

年度別

1議 会費 2,310,203 0.32 8.74 72.35 2,124,531 0.30 △ 1.94 72.04 185,672

2総 務費 361,810,692 49.74 19.20 98.20 303,541,230 42.98 △ 2.96 97.25 58,269,462

3民 生費 363,258,409 49.94 △ 9.31 89.04 400,547,131 56.72 2.28 81.30 △ 37,288,722

4予 備費 0 0.00 ― 0.00 0 0.00 ― 0.00 0

合 計 727,379,304 100.00 3.00 92.12 706,212,892 100.00 △ 0.05 86.36 21,166,412

決算額

（Ａ）
構成比

款別

（単位：円・％）

増 減 額

(Ａ)－(Ｂ)
対前年度

増 減 率

予算現額
に対する
比　　率

決算額

（Ｂ）
構成比

対前年度

増 減 率

予算現額
に対する
比　　率

令和元年度 平成３０年度

 

 

第１款 議会費 

決算額は 2,310,203 円で，前年度と比較し 185,672 円（8.74％）の増となっており，歳出総額に

占める構成比は0.32％で，前年度（0.30％）と比較し0.02ポイント下回っている。 

不用額は882,797円（対予算現額比率27.65％）である。 

 

第２款 総務費 

決算額は361,810,692円で，前年度と比較し58,269,462円（19.20％）の増となっており，歳出

総額に占める構成比は49.74％で，前年度（42.98％）と比較し6.74ポイント上回っている。 

総務費のうち，派遣職員等負担金は207,750,097円で，大部分を占めている。 

不用額は6,636,308円（対予算現額比率1.80％）である。 
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第３款 民生費 

 決算額は 363,258,409 円で，前年度と比較し 37,288,722 円（9.31％）の減となっており，歳出

総額に占める構成比は49.94％で，前年度（56.72％）と比較し6.78ポイント下回っている。 

 決算額の内訳は，共通経費分として，すべて特別会計へ繰り出している。 

 不用額は44,726,591円（対予算現額比率10.96％）である。 

 

第４款 予備費 

予備費については2,000円を財政調整基金費へ充用している。 

 

３ 特別会計 

 (1) 概況 

   特別会計の決算収支状況は，第６表に示すとおりである。 

   予算現額 265,157,458,000 円に対し，決算額は歳入 268,946,911,551 円（前年度比 3.85％増），

 歳出 261,801,554,478 円（前年度比 4.94％増）で，歳入歳出差引額は 7,145,357,073 円（前年度

 比 24.72％減）となっている。 

   翌年度に繰り越すべき財源がないため，実質収支も同額で，7,145,357,073円の黒字となってい

る。 

 

第６表 特別会計決算収支状況 

（単位：円） 

区     分 令和元年度 平成３０年度 増 減 額 

歳入総額 Ａ 268,946,911,551 258,967,594,399  9,979,317,152 

歳出総額 Ｂ 261,801,554,478 249,476,082,167  12,325,472,311 

差引額 （Ａ－Ｂ） Ｃ 7,145,357,073 9,491,512,232  △ 2,346,155,159 

翌年度へ繰越すべき財源 Ｄ 0 56,000  △ 56,000 

当年度実質収支 （Ｃ－Ｄ） Ｅ 7,145,357,073 9,491,456,232  △ 2,346,099,159 

 

 (2) 歳入 

   款別の歳入決算状況は，第７表に示すとおりである。 

   予算現額265,157,458,000円に対し，決算額は268,946,911,551円で，予算現額を 

  3,789,453,551円（1.43％）上回り，前年度の決算額と比較し9,979,317,152円（3.85％）の増と

なっている。 

   不納欠損額は0円で，前年度の2,026,593円と比較し2,026,593円（100.00％）の減となってい

る。 

   収入未済額は4,925,958円で，前年度（3,048,918円）と比較し1,877,040円（61.56％）の増

  となっている。内訳は，すべて第１０款諸収入・雑入の返納金である。 
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第７表 款別歳入決算比較状況 

（単位：円・％）

増 減 額

決算額 構成比 対前年度 決算額 構成比 対前年度

（Ａ） 増 減 率 （Ｂ） 増 減 率 （Ａ）－（Ｂ）

特 別 高 額 医 療 費

共 同 事 業 交 付 金

財 政 安 定 化 基 金

借 入 金

年度別 令和元年度 平成３０年度

42,580,173,316

款別

1 市 町 村 支 出 金 43,737,950,698 16.26 16.44 2.26 1,157,777,3822.72

2 国 庫 支 出 金 83,627,412,580 31.09 1.23 82,613,510,070 31.90 2.04 1,013,902,510

3 県 支 出 金 20,359,137,964 7.57 1.99 19,961,701,038 7.71 3.21 397,436,926

98,085,605,000 37.88 1.094 支 払 基 金 交 付 金 101,309,341,000 37.67 3,223,736,000

5 62,403,138 0.02 △ 6.34 66,624,431 0.03 20.45 △ 4,221,293

3.29

6 財 産 収 入 605,868 0.00 16.37 520,627 0.00 17.37 85,241

7 繰 入 金 10,080,764,409 3.75 20.22 8,385,052,131 3.24 △ 10.39 1,695,712,278

7,071,533,137 2.73 △ 29.598 繰 越 金 9,491,512,232 3.53 2,419,979,095

0.08

9 0 0.00 ― 0 0.00

0.10

― 0

34.22

10 諸 収 入 277,783,662 0.10 36.92 202,874,649

9,979,317,152

△ 24.44 74,909,013

合　　計 268,946,911,551 100.00 3.85 258,967,594,399 100.00

 

  

(3) 歳出 

   款別の歳出決算状況は，第８表に示すとおりである。 

   予算現額265,157,458,000円に対し，決算額は261,801,554,478円で，執行率は98.73％となっ

  ている。前年度の決算額と比較し 12,325,472,311 円（4.94％）の増となっており，執行率につい

  ては，前年度（96.38％）より2.35ポイント上回っている。 

   決算額の中で，最も大きい割合を占めているのは，保険給付費 245,172,781,301 円(93.65％)で

  あり，その内訳は第９表に示すとおりである。 

   なお，保険給付費の決算額は，前年度（236,792,132,408円）と比較し8,380,648,893円（3.54％）

  の増となっている。 

   不用額は3,355,903,522円で，前年度（9,358,375,833円）と比較し6,002,472,311円（64.14％）

  の減となっている。不用額の生じた主なものは，保険給付費2,903,501,699円及び保健事業費 

  161,651,475円となっている。 

   予備費については，決算額は0円で，充用はない。 
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第８表 款別歳出決算状況 

（単位：円・％）

増 減 額
決算額 構成比 対前年度 予算現額 決算額 構成比 対前年度 予算現額
（Ａ） 増 減 率 に対する （Ｂ） 増 減 率 に対する （Ａ）－（Ｂ）

比　　率 比　　率

特 別 高 額医 療費

共 同 事 業拠 出金

261,801,554,478 100.00 4.94 98.73 249,476,082,167 100.00 △ 0.85 96.38 12,325,472,311

0.00

23.31 80.33 49,216,1050.28

3.63 34.23 100.00 7,071,647,764

0.28 7.15 82.03

2.835 基 金 積 立 金 9,492,062,100

6 公 債 費 0

4 保 健 事 業 費 737,843,525

3 69,960,549 0.03 △ 8.19 92.77 76,201,436 0.03

688,627,420

90.32 △ 6,240,8876.12

8,380,648,893

84.34

96.412 保 険 給 付 費 245,172,781,301 93.65 3.54 98.83

△ 46,495,8020.14 △ 11.30 88.92 411,474,323

款別

1 総 務 費 364,978,521 0.16

年度別 令和元年度 平成３０年度

△ 30.34 100.00

236,792,132,408 94.92 1.33

△ 2.17

2,420,414,336

- 0.00 0 0.00 - 0.00 0

7 諸 支 出 金 5,963,928,482 2.28 34.44 99.56 4,435,998,816 1.78 △ 34.09 98.26 1,527,929,666

0.00 - 0.00 0 0.00

合　　計

- 0.00 08 予 備 費 0

 

 

 

第９表 保険給付費内訳 

（単位：円・％）

増 減 額

決算額 構成比 対前年度 決算額 構成比 対前年度

（Ａ） 増 減 率 （Ｂ） 増 減 率 （Ａ）－（Ｂ）

高 額 介 護

合 算 療 養 費

245,172,781,301 100.00 3.54 236,792,132,408 100.00 1.33 8,380,648,893合　　計

葬 祭 費 899,950,000

7.46243,757,885 204,535,624 39,222,2610.09

0.37 1.72 884,750,000 0.37 2.19 15,200,000

0.10 19.18

97.95 3.48 232,069,769,529

△ 248,888

16.40 190,694,840

98.01 1.21 8,077,839,180

0.00

高 額 療 養 費

移 送 費

11,344,606

2,003,896,078 0.82 2.38 1,957,299,184 0.83 5.61 46,596,894

年度別 令和元年度

240,147,608,709

1.96 578,417,246 0.24

0.53 17.38 1,097,066,267 0.46

平成３０年度

訪 問 看 護療 養費 1,287,761,107

科目

療 養 給 付 費

△ 16.64

審 査 支 払手 数料 589,761,852 0.24

0.0045,670 △ 84.50 294,558

8.54
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４ 財産の状況 

財産の決算年度中における増減高及び決算年度末現在高は，以下のとおりである。 

 

公有財産・債権 

決算年度中に取得した公有財産及び債権はない。 

物 品 

取得価額１百万円以上の物品は，決算年度中の増減はなく，決算年度末現在は書庫類１点の

みである。 

基 金 

基金の種類別増減及び決算年度末現在高は第１０表に示すとおりである。 

 

第１０表 基金の種類別増減及び決算年度末現在高 

（単位：円） 

            年度別 

区分 
前年度末現在高 決算年度中増減高 決算年度末現在高 

財政調整基金 423,408,088 86,539,819 509,947,907 

後期高齢者医療給付費準備基金 6,597,088,135 △ 225,443,900 6,371,644,235 

 

○財政調整基金 

決算年度末現在高は，前年度末現在高に比し 86,539,819 円増加している。これは

111,526,819円が積み立てられ24,987,000円の取崩しがあったものである。 

    なお，決算年度末現在高はすべて普通預金となっている。 

 

○後期高齢者医療給付費準備基金 

決算年度末現在高は，前年度末現在高に比し 225,443,900 円減少している。これは

9,492,062,100円が積み立てられ9,717,506,000円の取崩しがあったものである。 

なお，決算年度末現在高はすべて普通預金となっている。 
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５ むすび 

 

  令和元年度一般会計及び特別会計の決算総額は，歳入269,736,516,252円，歳出262,528,933,782

円で，前年度と比較し歳入は3.83％の増，歳出は4.94％の増となっている。 

 

このうち一般会計は，歳入789,604,701円，歳出727,379,304円で，前年度と比較し歳入は3.44％

の減，歳出は3.00％の増となっている。 

歳入の主なものは，広域連合規約第１７条第１項第１号の規定に基づく関係市町村からの負担金と

なっている。歳出の主なものは，職員人件費に係る負担金等広域連合の運営及び管理に関する経費並

びに後期高齢者医療制度に係る事務の経費としての特別会計への操出金となっている。 

 

特別会計は，歳入268,946,911,551円，歳出261,801,554,478円で，前年度と比較し歳入は3.85％

の増，歳出は4.94％の増となっている。 

歳入の主なものは，現役世代からの保険料支援金である支払基金交付金，国庫支出金，県支出金及

び被保険者の保険料を含む市町村支出金となっている。歳出の主なものは，保険給付に係る経費や，

健康診査の実施に係る経費，後期高齢者医療給付費準備基金への積立てなどである。 

特別会計の不納欠損額は0円で，収入未済額は4,925,958円となっている。この内訳は，第１０款

諸収入・雑入の返納金であり，前年度と比較し不納欠損額は 100.00％の減，収入未済額は 61.56％

の増となっている。 

不納欠損及び収入未済については，不納欠損額は0円であるが，収入未済については，前年度より

増加しているなど，継続的な取り組みが必要な状況である。今後も財政の健全運営及び負担の公平性

確保の観点から，引き続き，未収金発生の未然防止と早期回収の適切な措置を講じ，収入未済額の縮

減に努められたい。 

 

  近年，高齢化の進行による医療費をはじめとする社会保障費の増大に伴い，様々な社会保障改革の

措置がすすめられている。 

広域連合においては，社会情勢や国の取り組み等を踏まえ，的確な基礎数値に基づく予算編成や計

画的な資金収支に留意し，確実かつ効率的な運用に努め，被保険者が安心して医療を受けることがで

きるよう持続可能な制度運営及び財政運営に全力で取り組んでいただきたい。 

また，広域連合は，制度の運用に当たり，保険料の賦課や給付業務，各種申請の受付や保険料の徴

収等，市町村と役割分担をしながら実施していることから，今後とも構成市町村及び関係機関と緊密

な連携を図り，保険料の収納率の向上や円滑な医療給付について引き続き尽力され，公正かつ適正な

事業運営に一層努力されることを望むものである。 


